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中華人民共和国 

上海日本人学校の教育と国際理解 

                           旭川市立常盤中学校  坂東 裕美 

                     （派遣期間 平成１５年～１７年度） 
 

 

   ～急激な経済成長を遂げる中国上海市。租界時代の面影を残しながら高さと形を競うように増え続

けていく高層ビル群。それに比例するかのようにたくましくエネルギッシュな人々。上海は、旧と新・

西洋と東洋・貧と富などまったく正反対のものが存在し融合している街である。話題となったＳＡＲ

Ｓ・反日デモ・日本企業進出の急増など、激動の上海で平成１５年度より３年間「上海日本人学校」（中

学部）に赴任した～ 

 

１，中国について 

（１）主な概要 

 日本の２６倍という広大な国土と５千年もの歴史を持つ国、中国。２００８年には北京でオリンピッ

クが、２０１０年には上海万博が開催され、日々めざましい勢いで変わっている。「２１世紀は中国の

世紀」といわれるように，まさに不易流行を地でいく国です。 
 
国名：中華人民共和国（首都：北京）        

面積：９６０万㎢（日本の２６倍）のうち、上海

市は６３４０㎢で栃木県とほぼ同じ。 

人口：１３億６２８万人（２００５年１１月）。

上海市は、１７７８万（日本人は約３万４千人）。 
民族：５６民族。そのうち９２％が漢民族。漢族

以外は少数民族とされる。 
公用語：北京語などの北方中国語を母体とした普通語 
 
政治体制：共産党による独裁体制 
経済：１９９２年の南巡講和以降、改革開放政策が始動。急速に経済成長を続けており、日本の最大貿

易相手国である。 
通貨：人民元（ＲＭＢ）１元＝１４円（２００６年４月） 
時差：日本時間－１時間 
気候：国土が広大なため温帯、亜熱帯、熱帯の四気候帯に分かれる。上海は、鹿児島と同緯度だが、東

京と似たような気候。年間平均気温は１６度。（夏２６．２度、冬３．３度）だが、夏は最高気温

が４０度近くになることがある。６月下旬から９月中旬については、３０度以上になる日が多い。 
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（２） 中国の歴史と文化 
  
東洋思想・中国思想 
 ヨーロッパ大陸をも上回る面積を持つ中国大陸はその歴史も古く，変化に富んだ豊かな文化が生み出

されてきた。中国の思想は中国の人々のみならず，古くから日本の人々の生き方や考え方にも大きな影

響を与えてきた。それだけに中国の文化を知ることは日本の文化を知ることにもつながるのだ。 
 古代文化の中で，ギリシャ文化は哲学・芸術的，インド文化は宗教的といわれているが，中国文化は

政治的な色合いがとても強い。それは長い中国の歴史の中で官史が文化を独占してきたからだと考えら

れる。もともと文化は特定の身分の高い人々の間で生まれ広まり，それが民衆に波及するという傾向が

ある。中国では思想が開花し全盛を迎えようとした時期の特定の身分といえば官史だが、それが中国思

想を政治的にした理由だと思われる。 
 中国では昔から科挙という官史登用制度があったが，その基準は法律の知識の有無ではなく，儒教の

知識や，詩作の上手下手などだった。要するに文化人になることで官史になれたのだ。 
中国に住んでいると、数多くの歴史に触れることが多く、歴史の深さを肌で感じる。５０００年の悠久

の歴史、歴史遺産物は星の数ほどあり、そこで繰り広げられたドラマも果てしなくあったに違いない。 
 
（３）言語 
方言 
 方言の複雑さは，南方の諸方言の間で著しい。北方方言を代表する北京語は，共通語の標準音であり，

北方語は共通語の基礎方言となっている。方言間の差異は，発音において最も大きく，語彙がそれに次

ぎ，文法上の差は小さい。たとえば「日本人」という言葉は，どの方言でも共通に使われるが、北京語，

共通語では「リーペンレン」のように発音されるが，北京語以外の北方方言では，「イーペンレン」の

ように発音されることが多く，上海では「ザッパンニン」と発音される。つまり，文法と言葉が同じで

も，発音上の差異によって会話が成立しないことがある。 

  中国語の特徴として挙げるられる一つに「四声」がある。「四声」では，同じ読み方（ピンイン）で

も，一声～四声のアクセントの違いで意味が違ってくる。例えば，「Ｂａ」というピンインは，一声で

は「八」という意味，二声では「抜き取る」という意味，三声では「標的」という意味，四声では「お

父さん」という意味になる。よく知られているところでは，中国の漢字は日本の漢字と同じ場合もある

が，そのほとんどが簡略化されたものである。 

上海語は普通語と全く違っているといってもよい。ただ、上海の人たちは普通語を学習しているので

会話や中国語の勉強は一般に，普通語（プートンホア）を用いる。 

（参考資料：「中国百科」小島晋治編） 

（４）上海市の気候と風土 

 

 上海市は，だいたい日本の佐多岬（鹿児島）と同じ緯度に位置しているが,南東貿易風帯に属してい

るため，夏は太平洋高気圧の影響で南東風が強く，高温多湿となっている。また，冬はシベリア・モン

ゴル方面にある高気圧の影響で北西風が強く，空気も乾燥して冷たく，足元から冷え込む寒さは身にこ

たえる。空っ風などの芯から冷える寒さには慣れていなかったことと、部屋の暖房はエアコンを使って

いたので、冬は北海道の生活より寒く感じた。 
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 四季ははっきりしていて夏と冬が長く，春と秋が短いのが特徴だ。そのため春を迎える喜びは大きく，

中国の人々は，春の始まりを告げる旧正月（春節）を心から喜んで迎えている。春は「江南の春」と言

われる百花咲き乱れる美しい季節だ。梅雨があるため，６～７月は雨が多く，じめじめした気候となる。

上海の人達は，常に雨ガッパ（自転車用に工夫され，日本で見るものとは少し形が違う）を携帯してお

り，雨が降り出すとそれを取り出して，慣れた手つきで身につけると何でもないように自転車に乗って

いく。７～８月は，上海の人達は夏痩せする人が多いといわれる。（扇風機では間に合わない蒸し暑さ

夜も続き，眠れない日が続く。）冬は，緯度のわりに寒く，雪が降ることもあるが，中国では，揚子江

以南は暖かい所とされ，一般の家庭でのストーブの使用は禁止されています。 

 動植物は日本とほぼ同じだ。春４月になると，郊外の畑に菜の花が咲き始め，６月には街路樹の泰山

木（上海市の市木）のが白い大きな花をつける。 

 

↑優れもの「雨カッパ」（自転車用）        ↑この数年で自家用車が大変多くなった 

 
（５）上海市の治安 

中国は社会主義体制の下で，各種犯罪に対して厳しく対処されている。外国人に対する犯罪に対して

も，厳しく取り締まっているので，基本的なことが守られていれば，女性でも夜に一人で歩けるくらい，

治安のよい所だった。しかし残念なことに，中国の改革開放政策に伴って，貧富の差の拡大や内陸地域

からの出稼ぎ者の増大などにより犯罪も増える傾向にあり,ここ上海においても強盗や誘拐・保険金殺

人などの凶悪犯罪が新聞をにぎわすこともある。時には，日本人が強盗や窃盗などの被害にあったとい

う情報も入り,様々な面で細心の注意を払う必要があった。繁華街では，スリ，置き引きの被害も多く、

やはり注意が必要だ。 

 また，一般的に中国人は，日本人に対してはお金持ちという印象を強くもつようだ。日本人への接し

方はまずまず友好的だが，中国の人々の立場になって，無神経な言動を慎むなどの注意は常に必要であ

った。中学２年の宿泊研修で行った、「南京・蘇州」。南京虐殺記念館では、さすがに上海とは違った空

気に包まれた。どんな状況であったとしても過去に不幸な戦争があったことを絶対に忘れてはいけない

と痛感した。 

  ↓上海の軍隊               ↓交通整理をする警官   
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（６）生活について 
○水道水は飲めません 

 一部の日本人向け住居では,「水道水がそのまま飲める！」ということを売りにし

ているが,実際に飲んでいる人はほとんどいなかった。たいていの水道水は飲む

とおなかをこわすことが多い。現地の人も,飲み水にはミネラルウォーター（鉱泉

水）を使っている。ちなみに、水は１タンク１５元（２２０円程度）。 
                      飲水器（左：熱水 右：冷水）→ 

○「戸がないトイレ（ニーハオトイレ）」は健在か！？ 

 外出先でトイレを使うときには,トイレの入り口でお金（５角＝約７円程度）を払わ

なければならない場合がある。また，紙がない場合がほとんどだ。上海市内では，

トイレが整備され最近では戸がないトイレも少なくなってきた。しかし，上海駅の

ホームや現地の中学校、小道に入ったところは、まだ戸がついてないトイレも数

多く残っている。 

○通りは中国の地名 

  ○○区，××村などの地名もあるが，市内ではたいてい通りの名前で場所を表す。上海の場合，中国国

内の地名を通りにつけている（北京路，南京路，四川路など）。タクシーを利用するときは，目的地の通りの

名前を告げればわかってくれる。タクシーの運転手は親切な方が多く（一部例外あり）買い物の荷物を運ん

でくれる人もいた。ただし，乗り降りは自動ドアではないので，自分で前後を判断してドアを開けなくてはな

らない。タクシーはジェットコースター並みの運転で赴任当初は緊張して乗っていた。運転手のランクは星

で表されているので心配なときは参考にすると良い。 

○買い物の仕方 

  デパートなどで買い物をするときには,欲しい品物を決めて店員に言うと,伝票に品名・値段を書いて渡し

てくれる。これを支払いカウンターに持って行ってお金を払い,その領収書を店員に渡して品物を受け取る。

しかし，スーパーやコンビニなどは日本と同じなのである。ただし，レシートを掲示しないと店を出られない

といったこともあるので、レシートはきちんととっておくのが必要だった。街角や観光地の出店は，値段が表

示してあっても，買う人次第で値段は大きく違ってくる。交渉術が必要。（日本人相手だと，非常に高い値

段＜３倍くらい＞を提示される場合もあるので，言い値の３分の１くらいから交渉すると良い。 

 

○生活上注意したこと 

  上海で生活していると良いことも悪いことも含めていろいろな経験をしました。 

上海で驚いたことは， 

１．店に入ると日本に比べ店員がとても多く，日本ほど接客態度がよくない。（最近は丁寧な店員もみかけま

す。おみやげ屋さんは、よく声をかけてきます。） 

２．道を歩いていると，横断歩道を渡っていても右折，左折の車がどんどん迫ってきてとても危険である。歩
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行者が優先ではない。（まず最初は、中国の人と一緒に渡り感覚を掴むことをお薦めします） 

３．列に並び順番を待っていても，横入りが多く，いつまで経っても順番が回ってこない。 

 

日本的な心を大切にしながらも，「郷に入れば郷に従え」で生活していけば，国際理解と共に良い経験

がたくさんできると感じました。 

 

 

（７）交通事情「私が優先！」の国 

～日本人が戸惑う交通ルールと道路状況～ 

 

  私が上海に着任して，まず１番最初に驚いたのが交通事情でした。隙間さえあれば「我こそは！」

とクラクションを鳴らしながらすり抜けていくタクシー。道路には，自転車と車と人がごちゃ混ぜ状

態で「私が優先！」と人々は堂々と通行します。しかし人が優先ではありません。従って，交差点で

歩行者が横断するときには，横断当初左後方から来る右折車に注意しながら渡り始め，途中からは右

から交差点に進入してくる車に注意しなくてはいけません。ただし，余りにも警戒しすぎると道路中

央で立ち往生と言うことも考えられます。赴任した当初、校長に「信号のないところでは自分を主張

するようにゆっくり渡りなさい。駆け足で渡るとひかれますよ」と指導されました。 

  ウィンカーを出さず割り込んでくる車，渋滞や遅い車があればクラクションの応酬。「私が優先！の

国」を痛感しました。 

 

（８）通貨  

 中国の法定通貨は，中国人民銀行が発行する「人民幣（レ

ンミンビー：ＲＭＢ）」です。 

 円からＲＭＢへの両替は，日本ではできません。ＲＭＢか

ら円も同じです。両替をする場合,高額の場合は市内の中国

銀行の窓口で,少額であれば諸銀行の窓口・ホテル・一部の

外資系デパート等で,円・ドルの現金，ＴＣ（トラベラーズ

チェック）いずれも交換が可能です。ただし，ＴＣは交換時

にも 0.75％の手数料がかかります。         

   

 日本(円) 上海(元)  日本(円) 上海(元) 

タクシー初乗り  500～600（２㎞） 11（３㎞） ＤＶＤ   2000    6 

  地下鉄（３駅）     230      ２ 喫茶店のコーヒー   300    20 

 たばこ(ﾏｲﾙﾄﾞｾﾌﾞﾝ)     280           13     プリンター  半額～ 

    缶ﾋﾞｰﾙ          220        ３～５   渡し船    ５角 

     コーラ         120      2.5 日本の本・雑誌  日本の１．５倍～ 

  日本製カップラーメン     150      15～40 自転車 1万～2万  180～ 

   

  （９）食生活・買い物 

 ここ数年，上海での生活はどんどん便利になってきており，日本の大都市に生活するのと，さほど
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変わらなくなってきた。全てのものにおいて日本製品を含む輸入品は，中国製品より割高といえる。 

 市場や路上での買い物は値段の交渉が必要である。また、物品の購入にあたっては，生鮮食料品と

同様に，よく確かめることが必要だ。製品の質にばらつきがあるので，電球 1 個でも，その場で点灯

するかどうか確かめて購入する。 

  

 
 
。 

（１０）上海市の教育                                        

 中国の識字率，就学率，教育格差はいまだに大きいものがあるといわれているが，上海は経済の先進

地域で，教育の面においても現在熱心に力を入れられている様子が伺える。「一人っ子政策」にも教育

への拍車がかかっていると思われる。 

 義務教育は満６歳からで，小学校は６年，初等中学校は３年で日本と同じである。児童生徒は，自分

の住居に近い学区の学校に通う。学校は男女共学が原則で,カリキュラムは全国統一(エリート養成の専

門学校は別)で，その運用もほぼ日本と同じだ。  

近年，英語は小学校３年生（英会話は小学校１年生）から取り入れられ，外国語教育に力を入れてい

る。そのレベルは、非常に高く、授業の中でも１時間英語のみの授業で行われていた。学費は無償だが，

教科書は自己負担である。昼食は１度自宅に帰って食べていることがほとんどのようだ。学期は，２学

期制で，前期が９月から翌年の１月まで，後期が２月から６月までである。 

 上海市内で外国人を受け入れることができる現地校は上海市教育委員会から指定されていて，現在１

５０校ほどある、授業はほとんどが中国語で，少数のみ英語で行っている。 
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 現地校での音楽の授業       太極拳の授業 

２．上海日本人学校 

（１）概要 

 本校の前身は，日中国交正常化３年後の昭和

50 年２月７日に発足した「上海補習校」で，週

１回の授業をおこなっていました。その後,全日

制の補習校を経て，昭和６２年「上海日本人学校」

として開設され，平成１７年度で１９年目を迎え

ました。その間，中国政治情勢の安定や積極的な

開放政策，ＷＴＯ加盟によって外国企業の投資環

境もよくなり,在留邦人の増加に伴い近年児童生

徒が急激に増えています。                

 

 日本人学校は長い間,会社の一部や現地の小学

校を借りて教育活動を行ってきましたが,平成８

年６月,現在の地（上海の中心部より西方,虹橋空

港に近い住宅街に位置）に待望の新校舎が完成し,

さらに平成１１年度,児童生徒数は６２６名とな

り,増築校舎６教室が完成しました。平成１２年

度の児童生徒数は６０２名と若干減少したもの

の,平成１３年度７０８名，平成１４年度９２８名となり，５月には増築校舎９教室も完成しました。

ところが児童生徒の増加はますます激化し平成１５年度は１２７８名，平成１６年度は１６９１名，平

成１７年度は約２３００名（平成１８年３月現在）まで急増し生徒数「世界一」の日本人学校となりま

した。現在は,南館（２階建）,北館（３階建）,体育館,２００ｍトラックに加え，平成１６年４月に完

成した，屋内プール，体育館，パソコン室などのある５階建ての新校舎（東館）でも，授業が行われて

います。 

 また，１８年度は浦東キャンパスが，世紀公園の近くに開校されました。これに伴い，現在の虹橋キ
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ャンパスは小学部のみ（５３学級の予定）となり，浦東キャンパスは，小学部１６学級，中学部１６学

級，合計３２学級で開校したようです。 

 

 さて，平成１５年度の上半期を騒がせたＳＡＲＳや鳥インフルエンザの問題でありますが，幸いなこ

とに上海では，徹底した防疫体制をひいた事もあり，大事には至りませんでした。校内でも，朝の検温・

体調管理の徹底・校外学習の自粛・各種集会の自粛など様々な対応を実施し，通常の学校生活や授業等

には最小限の影響にとどめることができました。１７年度当初に起きた反日デモについては、校外学習

などの制約や被害を受けた日本人もいて、日中の関係について考えさせられた出来事でした。 

 登下校は,大多数の児童生徒がマンション専用バスや自家用車,タクシー等で市内各地から登校して

います。最近では道路整備や高速道路建設が進み，外灘（旧中心街）からは２０分，浦東（新開発区）

からでも４０分あれば学校に来られるようになりました。 

 教育は，文部科学省学習指導要領に準拠した初等中等普通教育を施すことを目的としています。また，

中国語と英会話を全学年で実施するなど海外日本人学校としての特色も取り入れています。平成１６年

度より新しく配置された国際交流ディレクターを中心に現地及び国際交流学習も各学年で行っていま

す。特に小学部３年生～中学部３年生の「総合的な学習の時間」を小学部は「上海タイム」，中学部は

「over sea 大夢」と呼び，交流，体験，見学などの時間も活用し，中国あるいは上海でしか経験でき

ないようなことを通して，その深まりや広がりを探っています。また，平成１５年度から小学部に各学

年裁量の時間「ドラゴンタイム」が設けられ，個に応じた指導や基礎・基本の充実，応用力の育成など

に活用しています。その他にも自主制作副読本「上海」を活用した授業や現地校との交流，各種の行事

等において，中国理解，日本理解，国際理解，自己理解，人間理解を念頭においた教育活動を行ってい

ます。 

 

 上海日本人学校の外観  
 

 

             

 

 

 

 

正面玄関          登校の様子          運動場 

 

 

          

 

 

 

 

東校舎             南校舎          屋内プール 
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第２体育館         第２パソコン室          小学部教室 

 

（２）子ども達の生活の様子 
   朝７時５０分頃からマンションのバスなどで子ども達は登校します。バスの中には市内から１時間

もかけて到着するバスもあります。日課・教科はほぼ日本の学校と同じですが，英会話や中国語の授業

が週３時間入っています。また、「総合的な学習」では、中国理解に取り組み，現地校との交流活動・

中国国内の宿泊研修・文化体験などを学習しています。 

昼食はお弁当ですが、上海の水事情が悪いので、子ども達は水筒やペットボトルに大量の水を入れて

きます。夏場は４０℃近くになるので，水やお茶は必需品です。中学部では，水曜日の６時間目と金曜

日の放課後（１７：００まで）には，部活動があり，それぞれの活動に生き生きと取り組みます。普段、

スポーツをする場所や機会に恵まれていない子ども達は、部活動をとても楽しみにしているのです。 

学校の行事では，年に１度の宿泊行事と９月に全校生徒で行われる運動会，１０月には「学習発表会」

１１月に「中日スピーチ大会」１２月の「マラソン大会」や，その合間に行われる校外学習などたくさ

んの行事が組み込まれています。「強い心を培い仲間を大切にし団結を表す行事」そして「中国を知る

ための行事」などで，日本と中国の架け橋となる生徒が育つことを期待しているのです。 

上海は，日本と変わらないくらい安全に感じられますが，実は子どもの誘拐が多く，特に安全面では

気をつけなくてはいけません。ですから，子ども一人での外出はまずないでしょう。学校では２４時間

門衛さんが安全を守ってくれています。また，日本人が住むマンションにも門衛さんが常駐しており，

安全を守られているマンションの広場で遊ぶ子ども達は多いのです。しかし，行動範囲が狭ばれるので

ストレスを感じる子ども達も少なくありません。また，進路面では希望する日本の高校に入学するため、

塾に夜中近くまで通っている子ども達も多いです。（もちろん現地校に入学する生徒も年々増えてきて

います）ですから，学校での友達との生活が大きな喜びにつながっているようです。 
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３．特色ある取り組み 
  日本からわずか飛行機で３時間という近距離にありながら，思い切り「異文化」である上海。日本

人学校の多くの子ども達は，中学校卒業後日本の学校に進学する。３年～５年などわずかな年数しか中

国に住むことがないという生徒がほとんどである。安全面などから限られた環境で生活することの多い

子供達。また，日本企業も多く進出しており，ともすれば日本とほとんど変わらない生活もできる。中

国に住んでいながら「中国文化を学ぶ」ということは自分から進んで学ぼうという気持ちがなければな

かなか得ることができない。中学部の「総合的な学習の時間」を担当できたこともあり，子ども達に「中

国文化」を学ぶ機会をもたせたいという願いから，現地教育理解に力を入れた。 

 

 

 

 

～取り組みの実践～ 

（１）『総合的な学習「Ｏｖｅｒ Ｓｅａ ～大夢～」』（平成１６～１７年度の実践） 

  

 第１学年      年間４５時間 

 

 第２学年            ４５時間 

 

 第３学年        ７５時間 

    

 

４ 

     

 

５ 

     

 

６ 

     

  

 

★学習の流れを学ぼう

！ ２０時間 

・パソコンについて  

・上海・中国に学ぼう 

  

 ※校外学習（周荘） 

  外灘・豫園・朱家角 

 ポスターセッション 
  

 

★中国の文化を学ぼう！ 

                １５時間 

 （国際理解）  

 ○戯曲学校見学 

   ※校外学習 

    ※交流 

  

○中国文化講座 
  

 

異文化探索    ２０時間 

 （修学旅行） 

 ～敦煌・西安～ 

 生徒の興味・関心 

○ 現地校（敦煌第２中）

との交流会 

○ 兵馬俑作り体験 

 

 

 

 

進路

学習

35 
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７    

   

 

  チャイナエキスプレス自己テーマ決定 

  

 

８ 

 

 

９ 

   

  

 

10 
     

 

中国異文化探索 

      １５時間 

  （現地理解） 

 ～寧波・紹興・杭州～ 
 

 中国異文化探索 

 （現地理解） 

                ２０時間 

～南京・蘇州～ 

 

★障害者・高齢者福祉に 

ついて考えよう 

   （福祉） 

  盲導学校 １０時間   

 

  

 

  

 

 

12 
  

    総合学習発表会       チャイナ原稿 締め切り 

    

１      

 

２ 

     

 

 ★日本の親善大使にな

 ろう     １０時間 

 （国際理解） 

 ・上虹中との交流会 

 ・自国文化の理解 

 

 ★夢を語る会 

 （上海で働いている様々な日

本人の方の講話とグループ交

流） 

                １０時間 

・職業調べ  

・様々な職業の人材確保 

 

卒業制作 

             １５時間 

木彫り校歌作成 

 

 

  

 

  

  

 

３ 

   

 

 

①現地校との交流会 

    現地校との交流会を積極的に取り入れ，国際的な視野をもつ生徒の育成に努めた。１６年度からは

国際交流ディレクターが派遣され，年間を通して交流会が計画的に実施された。私が受けもった学年（中

１→中２→中３）では，上虹中学校（中国文化と日本文化のグループ交流）・戯曲学校（演奏鑑賞・学

習見学・交流）・南京外国語大学付属高校（スポーツ交流）・敦煌第３中学校（グループ交流）・上海

盲導学校（見学・交流）で交流会を実施した。 

 

実践例；敦煌第３中学校との交流会 

 甘粛省河西回廊の最西端「敦煌」は古くから西域南道と北道，青海省へ至る道が合流する要衝として

栄えてきた。そのシルクロード最大のオアシス都市「敦煌」で，本校中学部３年生 94 名が「敦煌第三

中学」と交流会を持った。4泊 5日の西安・敦煌修学旅行での一場面である。 

交流会で盛大に出迎えてくれたのは中学 2年生の生徒 120 名である。中学３年は，この時期学年末で

あり高校受験の時期でもある。そのため，中学２年との交流となった。 

両校の校長挨拶，生徒代挨拶の後記念品の交換，そして合唱や独奏披露と続きました。生徒が演奏し
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てくれた二胡は，テクニックもあり音色に深みもあり大変素晴らしい演奏だった。日本人学校では，校

歌・花・日本の歌謡曲（中国でも歌われている）の合唱を披露した。その後，生徒達はスポーツ・文化

交流などを通して交流を行った。３時間という短い時間ではあったが，感動と友情を育み，一生の思い

出となったようだ。 

 

 

②現地文化を学ぶ（文化講座・体験学習など） 

  現地理解として，現地の講師に文化を学ぶという時間を設定した。グループごとに文化を学び，その

後実演をともなった発表を行い全体に発信した。 

 ※楊琴・少林寺拳法・中国結び・華道・茶道京劇など 

 

③校外学習 

  目的に応じて上海市内・上海近郊の歴史的建造物・歴史博物館・観光地などに出向き，個人のテーマ

にそって，調べ学習を行った。「チャイナエクスプレス」という１年間のまとめの冊子に載せるレポー

トを作成した。 

 

（２）現地素材を生かした授業 

 ①中学部の音楽を全学年受け持っていたところから，授業の中でお互いの文化を学び合う時間をもち

たいと常々考えていた。３学年については，２年時に日本の音楽や箏については体験しているが，中国

の音楽については，中国に住んでいながら「聴いたことはあるが、楽器に触れたことはない」「あまり

よく知らない」という生徒がほとんどであった。多くの生徒は，中国楽器について難しいというイメー

ジをもっており，実際に見たり触れたりしたことがない生徒がほとんどである。そこで，中国の音楽に

興味・関心をもたせながら良さを味わわせるために，本題材「中国の音楽に親しもう」という他国音楽

文化に触れる題材を設定し，魅力を感じるとともに親しみをもたせるきっかけにした。この題材を設定

するに当たっては，これまで中国の音楽に触れた経験が少ないという生徒の実態を踏まえ，実際の演奏

を見たり聴いたりしながら、中国楽器の音色や特徴に触れさせることで興味関心を一層ふくらませてい

きたい。中国の音楽を追求させるために実際に楽器に触れ演奏させる段階を位置づけた。この段階の指

導に当たっては，興味関心を持った楽器や音楽を選択させ，じっくりと演奏・体験に取り組ませる。こ
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のような学習活動を展開する中で，実感をともないながら中国音楽に触れることにより中国音楽だけで

なく『お互いの文化を尊重し合う心が育って欲しい」という自国音楽に対する感受も高めていきたいと

考えた。子ども達にとっても初めての楽器への取り組みで戸惑った部分もあったが，授業の中でのつぶ

やきや感想などから活動を通して子ども達の「中国文化」への興味は楽器だけではなく大きなものに広

がっていったと思われる。 

 指導案の一部（４／５） 

↑授業での様子 

（生徒の感想） 

初めて、京劇を体験して，京劇で使われている楽

器や声の抑揚の出し方，歴史なども学び、中国の伝

統音楽の深さと中国の音楽が身近なものに感じた。 

二胡は，聞いたことがあるだけで、実際に触ったこ

とはなかったが，弦が２本であることにびっくりし

た。これだけであれだけの演奏や音の深みが出るこ

とに驚く。これを機に中国にいる間にたくさんの音

楽を聴いてみたい。 

（３）教員としての現地理解を通して 

①現地校視察（戯曲学院・虹橋中学校） 

  現地校視察を実施した。現地校の授業を参観したり、学校運営の仕方・教育・カリキュラムなどにつ

いて情報交換を行うなど貴重な経験をした。 

 例；戯曲学院 

 ～「口伝心授」言葉で伝え、心で受ける～  

   中国伝統文化の一つに「京劇」がある。京劇を鑑賞したり、伝統楽器に触れる中で、京劇において

の教育 事情に興味をもった。京劇学校の生徒のほとんどが、私たちが教えている小・中学生と同じ年

齢であること。「どのような学校生活を送っているのだろうか」「どのような学習内容なのだろうか」

「京劇役者という将来の夢は何がきっかけで生まれたのだろうか」等、様々な疑問が溢れ出てきた。そ

こで、上海で近年多くの京劇役者。演奏家を育て上げている「上海戯曲学院」について、現地教育理解

として調べようと思った。 

導 

 

 

入 

１「太湖船」（中国民謡） 

２ 中国の音楽を聴く。  

    ・さまざまな中国楽器が使われている合

奏 

    ・日本でも中国音楽が話題になっている

ことを 

      知る。 

３ 本時の学習内容の確認をする。 

中 

国

音

楽

に

触

れ

る 

 

４ 選択した音楽活動をする。（グループ）

  ・中国の歌 

  ・二胡 

  ・揚琴 

  ・箏 

  ・京劇 

５ グループの発表 

６ 先生の歌「中国民謡」  

次

時 

へ 

７ 授業を振り返り、学習活動をプリントに

まとめる 

８ 次時の予告   合唱（既習曲） 
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上海戯曲学院は、専門学校として位置づけられている。児童生徒は、１０～１２歳で入学し、７年間

基礎を勉強する。毎日、６割は京劇のための授業で、大変厳しい練習が続く。現在の児童生徒数は約４

００名。年齢は１０～１６歳である。ほとんどが自宅から通学しているが、東北地方からきている生徒

は学校の宿舎に寝泊まりしている。夏・冬１回ずつしか親には会えない。子供達は、「口伝心授」とい

う方法による授業を受けている。脚本は用いず、全て台詞を聴いて耳で覚えていた。 

「役者になるまでの厳しい現状」 

 

 戯曲学校卒業後は、大学でも技を磨き、その上で劇団

に認められる。しかし、プロになれるのは、１学年約２０人いてもわずか３人程度だそうだ。動作・台

詞・表情・五感。このすべてを網羅して観客に面白さを伝えなくてはならないため、毎日の実技練習と

学習は想像以上に厳しいものだった。また、練習中に「京劇に向かない」と教師に見極められたら、す

ぐ退学、もしくは違う分野（楽器演奏者）などに異動させられるそうだ。先生曰く、「その子供達の将

来のために、できるだけ早く見切りをつけることも大切である」と話された。昔は多かったが、現在、

男性の女役は養成していない。上海では苦労の割に収入の保証がない分野のため、入学希望者は減り気

味である。地方の農村部から才能のある小学生をスカウトし、政府は毎月補助金まで出しているそうだ。

伝統を守るのも難しい現状がここにある。 

 これら現地校の見学を通して、中国の文化をより深く知ることができたと同時に、子供達の自分の国

に対する文化尊重の想いを改めて強く感じた。小学生の子供達が、ひたむきに練習する姿、将来舞台に

立ちたいという意志をしっかりもって夢に向かい着実に努力する姿にとてつもなく心打たれた。子供達

が、「練習は、息ができなくなるくらい辛く、厳しい」と言っていたが、「どんなに辛くても絶対に舞

台に立つまであきらめない」という心の強さを感じた。この学校には、日本人学校の生徒も交流にうか

がったが、「子ども達の将来に対する強い心」を目の当たりにし、生徒は驚きを隠せない様子であった。

こんなに小さな身体とは思えないほどの漲るパワーと、子供達の目の輝きに終始心奪われた。 

４，最後に        
平成１５年４月、上海の地を踏んだ時、「歓迎光臨」という大きな幕を持ったたくさんの先生方に迎

えられ、期待と照れくささでいっぱいであったのを思い出す。毎日が忙しく精一杯な日々であったが、

あっという間の３年間であり、その一つ一つが私にとって一生忘れられないものとなった。この３年間

での日本企業の進出は著しく、上海日本人学校は１７年度末で児童生徒数が２３００人となった。全国

各地からのたくさんの子ども達と出会うことが出来た喜びは大変大きい。 

私は子ども達と共に学習する中で、中国の文化を学ぶ機会を多く頂いた。中国の方々とのふれあいだ

〔１日のスケジュール〕 

 ６：００  起床 

 ６：３０  朝実技練習（声出し・足の訓練）

            朝食 

 ８：００  ４時間勉強 

１２：００  昼食 

              昼食後１時間勉強 

              ４時間実技練習 

１８：３０～１９：００ フリータイム 

フリータイムと言えども、ほとんど

の子供達は、その時間に自主学習をし

ていた。 

２１：００ 就寝 



- 15 - 

けではなく、中国の文化を教えて頂いたり、音楽を通して日本の教育との違いを考えさせられる場面も

多かった。その中で、「お互いの文化を理解し尊重し合う」という気持ちがどんなに大切なことである

かを痛感した。日本人学校の子ども達は、この年代で現地の文化を学べることをうらやましく思い、今

後きっと「中国と日本の架け橋」として活躍してくれるであろう。私も中国の現地教育理解で学んだこ

と、「自国・他国文化を尊重することの大切さを」を、今後、日本の子ども達に伝えていきたい。 

また、赴任中、「ＳＡＲＳ」「脱北者」「反日デモ」など、心を痛める出来事も多かった。「ＳＡＲＳ」

では、約４００人の子ども達が本帰国や一時帰国をし、「もしかしたら明日は、今いる子ども達にも会

えなくなるのかもしれない」という緊迫感も感じた。だからこそ、一日一日はとても貴重であり、大切

に過ごしていこうと胸にしっかりと刻んだ。 

上海のパワーに負けないくらいエネルギッシュで元気をくれる生徒達。どんなに毎日が忙しくても助

け合い、新しい取り組みにも「やってみよう！」と応援してくれた日本人学校の先生方。そして何より、

いつでも優しく声をかけてくれた温かい中国人の方々人と人とのつながりを深く感じる。私が３年間暮

らせてこれたのは、こんな風に支えてくれた方々がいたからだと自分自身本当に幸せに感じる。 

 このような経験をさせて頂けたのも北海道や上川管内の国際理解教育研究会で様々な先生方に助け

て頂いたからであり、自分を支えてくれた周りのたくさんの方々に感謝したい。 

～今、上海に行って良かったという気持ちでいっぱいである～ 

 

 

 

 

 

 

 

 


